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第215号の主な記事
・さくら寮完成
・平成30年度懇談会開催報告
・平成30年度協力会総会開

催報告
・財務状況報告
・ 4 号館だより
・Campus News
・学生の社会活動　他

　　　　　　　 2018年 4 月
　　　　　に完成した「もみじ寮」
　　　　につづき、 6 月には「さくら
　　　寮」がOPENしました。
　　　新学寮は 8 つの個室と共用スペース
　　　で構成されたユニットが44入り、
　　 その他に自習室、フィットネスジム、
　　 防音のピアノセルなどの設備が
　　　整っています。
　　　12月には「もみじ寮」と「さく
　　　　ら寮」のあいだに、食堂と
　　　　　なる中央棟が完成する
　　　　　　　予定です。

さ
く
ら
寮
完
成

ハウス（ユニット）入口

多目的室

畳の大広間

キッチン

リビング
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平
成
30
年
度

聖
心
女
子
大
学

懇
談
会
開
催
報
告

各学科別分科会（英語英文学科） 学食体験会（学生食堂） 「聖心女子大学の歴史」展示
　（クニハウス）

被災地支援活動について発表する学生。
発表のくわしい内容は 8ページに掲載し
ています。　

　

6
月
23
日
㈯
、
本
年
度
の
聖
心

女
子
大
学
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
1
年
次
生
の
保
護
者
2 

0
1
組
2
4
7
名
、
2
年
次
生
97

組
1
2
4
名
、
3
年
次
生
92
組

1
1
6
名
、4
年
次
生
21
組
25
名
。

合
計
4
1
1
組
5
1
2
名
で
し

た
。
雨
含
み
の
天
候
に
も
か
か
わ

ら
ず
多
く
の
保
護
者
の
皆
様
の
御

参
加
を
得
ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

改
装
な
っ
た
マ
リ
ア
ン
ホ
ー
ル

で
、
午
前
中
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

で
幕
を
開
け
、
午
後
は
協
力
会
に

続
い
て
全
体
会
。
新
し
い
聖
心
女

子
大
学
を
紹
介
す
る
学
長
の
挨
拶

の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
参
加
学
生
を
交

え
て
、
人
間
関
係
学
科
の
菅
原
教

授
が
東
日
本
大
震
災
後
の
本
学
の

被
災
地
支
援
活
動
の
総
括
報
告

を
、
教
育
学
科
の
植
田
教
授
か
ら

は
、
福
島
県
い
わ
き
市
で
の
太
陽

光
パ
ネ
ル
を
利
用
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
支
援
に
関
わ
る
ス
タ
デ
ィ
ツ

ア
ー
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
は
分
科
会
で
、
学
科
専
攻
の
案

内
や
、
教
務
課
、
学
生
生
活
課
を

中
心
に
個
別
相
談
ブ
ー
ス
を
設

け
、
留
学
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
な
ど

に
つ
い
て
様
々
な
皆
様
の
お
声
を

伺
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
パ
レ
ス

見
学
、
ク
ニ
ハ
ウ
ス
で
の
聖
心
女

子
大
学
の
歴
史
展
示
、
本
学
の
難

民
支
援
学
生
団
体
S
H
R
E
T
主

催
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
食
を
通

し
て
難
民
を
知
り
、
1
食
ご
と
に

寄
付
を
集
め
て
難
民
の
方
々
を
支

え
るM

eal for Refugees

の
提
供

と
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
メ
ニ
ュ
ー

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
秋
オ
ー
プ
ン
し
た
4
号
館

グ
ロ
ー
バ
ル
プ
ラ
ザ
へ
の
関
心
が

非
常
に
高
く
、
残
念
な
が
ら
昼
食

時
に
は
カ
フ
ェ
ジ
ャ
ス
ミ
ン
が
非

常
な
混
雑
を
き
た
し
ま
し
た
。
対

応
の
不
備
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　

新
学
寮
見
学
会
と
語
学
研
修
説

明
会
も
好
評
を
得
た
こ
と
を
申
し

添
え
て
、
で
は
ま
た
。
来
年
。

　
　

学
生
担
当
副
学
長

　
　
　
　

川
津　

誠　
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平
成
30
年
度

聖
心
女
子
大
学

協
力
会
総
会
開
催
報
告

収　　　　　入 支　　　　　出
項　目 予　算Ａ 決　算Ｂ 差額Ｂ－Ａ 項　目 予　算Ａ 決　算Ｂ 差額Ｂ－Ａ

前 期 繰 越 金 6,644,663 6,603,027 △41,636
正 会 員 会 費 38,800,000 35,910,000 △2,890,000 大学事業への補助 44,000,000 44,000,000 0
賛 助 会 員 会 費 7,500,000 7,140,000 △360,000 学 生 配 付 品 580,000 579,420 △580
預 金 利 息 500 252 △248 事 務 費 2,100,000 2,056,757 △43,243
そ の 他 0 1,500 1,500 次 期 繰 越 金 6,265,163 3,018,602 △3,246,561
総   計 52,945,163 49,654,779 △3,290,384 総   計 52,945,163 49,654,779 △3,290,384

前 受 金 500,000 1,650,000 1,150,000
期 末 預 金 残 高 6,765,163 4,668,602 △2,096,561

平成29年度決算（自平成29年4月1日　至平成30年3月31日）

平成30年度予算案（自平成30年4月1日　至平成31年3月31日）

平成29年度大学事業への補助
　前年度の増収による繰越金の増加を受けて、予算どおり、前年度比2,000,000円増額の
44,000,000円を大学事業への補助としました。内訳については、次のとおりです。

項　　　　　　　　　　目 金　額（円）
図書購入費（現代日本文学（全7巻）、西洋美術の歴史（全8巻）　他） 14,000,000
課外活動費（クラブ活動費等） 7,500,000
学生食堂経費（食材費、光熱水費等） 7,000,000
奨学金（外国人留学生を含む在学生への給付等） 14,000,000
保健センター・学生相談室経費（健康診断等） 1,500,000

合　　　　　　　　　　計 44,000,000

収　　　　　入 支　　　　　出
項　目 29年度決算Ａ 30年度予算Ｂ 差額Ｂ－Ａ 項　目 29年度決算Ａ 30年度予算Ｂ 差額Ｂ－Ａ

前 期 繰 越 金 6,603,027 3,018,602 △3,584,425
正 会 員 会 費 35,910,000 39,000,000 3,090,000 大学事業への補助 44,000,000 42,000,000 △2,000,000
賛 助 会 員 会 費 7,140,000 7,350,000 210,000 学 生 配 布 品 579,420 690,000 110,580
預 金 利 息 252 250 △2 事　 務　 費　（注） 2,056,757 2,060,000 3,243
寄 付 金 1,500 0 △1,500 次 期 繰 越 金 3,018,602 4,618,852 1,600,250
総   計 49,654,779 49,368,852 △285,927 総   計 49,654,779 49,368,852 △285,927

前 受 金 1,650,000 500,000 △1,150,000
期 末 預 金 残 高 4,668,602 5,118,852 450,250

　

聖
心
女
子
大
学
協
力
会
は
、
在
学
生
の

父
母
、
卒
業
生
及
び
卒
業
生
の
父
母
が
会

員
と
な
り
、
長
年
に
亘
り
聖
心
女
子
大
学

の
教
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
多
大

な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
た
び
、
平

成
30
年
度
の
総
会
が
去
る
6
月
23
日
㈯

午
後
1
時
か
ら
マ
リ
ア
ン
ホ
ー
ル
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
に
は
濱
口
会
長
、
宇
野
監
事
、
羽

渕
監
事
が
列
席
し
、
大
学
側
か
ら
協
力
会

名
誉
会
長
で
あ
る
岡
崎
学
長
、
北
村
評

価
・
大
学
院
担
当
副
学
長
、
佐
々
木
学
務

担
当
副
学
長
、
川
津
学
生
担
当
副
学
長
、

伊
豆
藏
図
書
館
長
、
原
田
経
理
部
次
長
が

出
席
し
た
。

　

議
案
の
審
議
に
入
る
前
に
岡
崎
学
長

か
ら
、
大
学
が
進
め
て
い
る
キ
ャ
ン
パ
ス

整
備
計
画
に
沿
っ
た
、
マ
リ
ア
ン
ホ
ー
ル

の
耐
震
改
修
、
4
号
館
（
聖
心
グ
ロ
ー
バ

ル
プ
ラ
ザ
）
の
整
備
・
活
用
、
全
面
的
な

建
替
と
な
っ
た
新
学
寮
な
ど
の
紹
介
と

と
も
に
、
協
力
会
役
員
や
会
員
に
よ
る
グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
環
境
整
備
募
金
へ
の
協

力
に
対
す
る
謝
意
表
明
が
あ
っ
た
。

　

次
に
、
濱
口
会
長
か
ら
の
挨
拶
に
続
い

て
、
議
案
の
審
議
に
入
っ
た
。
第
１
号
議

案
「
平
成
29
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算

に
つ
い
て
」
で
は
、
原
田
経
理
部
次
長
よ

り
、
大
学
事
業
へ

の
各
種
補
助
が
合

計
4
4
0
0
万
円

行
わ
れ
た
こ
と
、
お
よ
び
決
算
に
つ
い
て

は
、
正
会
員
、
賛
助
会
員
に
よ
る
前
年
比

で
の
納
入
率
の
低
下
に
よ
り
、
会
費
納
入

額
が
予
算
対
比
で
下
振
れ
、
収
入
総
計
で

約
3
2
5
万
円
の
減
収
だ
っ
た
と
の
説

明
が
あ
っ
た
。

　

第
2
号
議
案
「
平
成
30
年
度
事
業
計

画
及
び
予
算
案
に
つ
い
て
」
は
、
会
費
納

入
額
に
つ
い
て
、
前
年
度
対
比
の
入
学
者

数
の
増
加
と
、
会
費
納
入
方
法
の
多
様
化

に
よ
っ
て
前
年
度
並
み
の
会
費
納
入
額

を
見
込
む
が
、
前
期
繰
越
金
の
減
少
を
受

け
て
、
大
学
へ
の
補
助
額
は
前
比
２
百
万

円
減
の
4
2
0
0
万
円
と
し
た
い
と
の

説
明
が
あ
っ
た
後
、
第
１
号
議
案
と
と
も

に
一
同
に
諮
ら
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

　

第
3
号
議
案
「
協
力
会
役
員
・
監
事
選

任
に
つ
い
て
」
は
、
正
会
員
選
出
候
補
者

4
名
（
新
任
）、
賛
助
会
員
選
出
候
補
者

11
名
（
再
任
）
及
び
監
事
候
補
者
2
名

（
再
任
）
に
つ
い
て
、
関
係
す
る
会
則
と

共
に
説
明
が
あ
っ
た
後
、
一
同
に
諮
ら

れ
、
承
認
さ
れ
た
。
こ
の
後
、
正
会
員
選

出
役
員
４
名
の
紹
介
を
経
て
閉
会
し
た
。

（
総
務
課
）
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財
務
状
況
報
告

〈
平
成
29
年
度
決
算
状
況
〉

　

平
成
29
年
度
決
算
は
、
収
入
面
で
は
当
年
度

入
学
者
か
ら
の
学
納
金
改
定
、「
グ
ロ
ー
バ
ル

教
育
環
境
整
備
募
金
」
を
中
心
と
し
た
寄
付
金

の
募
集
、
施
設
設
備
国
庫
補
助
金
等
に
よ
り
増

収
と
な
り
ま
し
た
が
、
支
出
面
で
キ
ャ
ン
パ
ス

整
備
事
業
の
本
格
稼
動
に
伴
う
施
設
設
備
関
連

経
費
支
出
及
び
減
価
償
却
引
当
特
定
資
産
繰
入

支
出
等
の
資
産
運
用
支
出
も
大
き
く
増
加
し
ま

し
た
。

　

引
き
続
き
経
費
の
節
減
に
注
力
す
る
と
と
も

に
、
学
納
金
の
改
定
（
平
成
29
年
度
新
入
生
よ

り
順
次
）
や
募
金
事
業
等
の
増
収
策
を
順
次
進

め
て
い
ま
す
が
、
現
時
点
で
は
キ
ャ
ン
パ
ス
整

備
事
業
の
経
費
負
担
が
先
行
し
て
い
る
こ
と
も

あ
っ
て
、支
出
超
過
の
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
基
本
金
も
そ
れ
に
伴
っ
て
増
加
し
て
お

り
、
繰
越
収
支
差
額
は
マ
イ
ナ
ス
64
億
円
に
拡

大
し
て
い
ま
す
。

　

支
出
超
過
の
状
態
を
早
期
に
解
消
す
べ
く
、

引
き
続
き
種
々
の
対
策
に
注
力
し
て
い
く
所
存

で
す
。

　

な
お
、
新
学
寮
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
3

月
に
南
棟
（
も
み
じ
寮
）、
6
月
に
北
棟
（
さ

く
ら
寮
）
の
供
用
を
開
始
し
、
平
成
31
年
1
月

頃
ま
で
に
中
央
棟
（
食
堂
等
）
の
供
用
を
開
始

し
て
完
成
と
な
る
予
定
で
す
。

〈
平
成
30
年
度
予
算
に
つ
い
て
〉

　

平
成
30
年
度
も
、
新
学
寮
の
竣
工
を
予
定
す

る
な
ど
、
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
事
業
に
伴
う
旺
盛

な
資
金
需
要
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
学
寮
の
定
員

増
加
と
寮
費
改
定
等
に
よ
る
収
入
増
も
見
込
み

つ
つ
、
引
き
続
き
経
費
節
減
を
基
本
に
早
期
の

収
支
バ
ラ
ン
ス
の
適
正
化
を
図
る
べ
く
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
決
算
・
予
算
に
つ
い
て
詳
し
く
は
本

学
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
本
誌
で
は
平
成
29
年
度
決
算
の
概
要

の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
こ
こ
に
掲
載
し

た
内
容
は
、
本
学
全
体
の
財
務
状
況
を
分
か
り

易
く
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
学
を
含
め
た
法

人
全
体
の
財
務
の
整
理
の
仕
方
と
は
若
干
異
な

り
ま
す
。）

管
理
部
財
務
課
次
長　

原
田 

耕

資金収支計算書とは：
当該会計年度内の諸活動に関するあらゆる収入、支出の内容を
表したもの（資金の出入り状況）（単位：百万円／未満は切り捨て）

事業活動収支計算書とは；
当該会計年度内の収支の均衡状態を明らかにするもの

（収入と支出のバランス状況）
（単位：百万円／未満は切り捨て）

平成29年度資金収支計算書平成29年度事業活動収支計算書

新入生数増加に伴い
前年比33百万円増収

施設設備に係るもの
は「特別収入」に計上
（175百万円）

寄付金と同様、施設
設備に係るものは
「特別収入」に計上
（241百万円）

主に受取利息・配当
金等の運用収入及び
借入金利息

内部部門に預託する
有価証券の入替えに
伴う収入計上

キャンパス整備のた
めの減価償却引当預
金取崩し等

主に内部部門の預託
の入替え及び減価償
却特定資産繰入等

長期借入金の約定返
済分

主にキャンパス整備
のための費用

大部分がキャンパス
整備に伴う第１号基
本金組入

科　　目 決算額
学生生徒等納付金 2,487
手数料 64
寄付金 74
経常費補助金 195
付随事業収入 192
雑収入等 44
教育活動収入計 3,060
人件費 1,982
教育研究経費 1,341
管理経費 286
教育活動支出計 3,609

教育活動収支差額 −549
教育活動外収支差額 63
経常収支差額 −485
特別収支差額 437
基本金組入前収支差額 −48
基本金組入額計 −3,133
当年度収支差額 −3,181
前年度繰越収支差額 −3,200
翌年度繰越収支差額 −6,382

科　　目 決算額
学生生徒等納付金収入 2,487
手数料収入 64
寄付金収入 250
補助金収入 437
資産売却収入 3,594
付随事業収入 192
受取利息・配当金 74
雑収入 44
前受金収入 836
その他の収入 2,906
資金収入調整勘定 −1,013
前年度繰越支払資金 685
収入の部　合計 10,561

人件費支出 1,975
教育研究経費支出 867
管理経費支出 245
借入金等返済支出 300
施設関係支出 2,646
設備関係支出 174
資産運用支出 3,622
その他の支出 342
資金支出調整勘定 −92
次年度繰越支払資金 468
支出の部　合計 10,561

事業活動収支差額の累計
額で支出超過の状態

建物、備品等の減価
償却や退職金等に
引当てる特定預金額

借入金、新入生学納金
等前受金

主なものは長期借入金、
退職給与引当金

土地、建物、備品、
図書、有価証券等

現預金等

固定資産対象の１号
基本金、建物の改築
に備えた２号基本金、
奨学金原資の３号
基本金、経常経費
支出に備えた４号
基本金の合計

固 定 資 産
14,604

固 定 資 産
14,604

基本金
20,899
基本金
20,899

固定負債
3,194

固定負債
3,194

流動負債
1,216

流動負債
1,216

内部部門勘定
3,485

内部部門勘定
3,485

繰越収支差額
‒ 6,382

繰越収支差額
‒ 6,382

流 動 資 産
839

流 動 資 産
839

平成29年度貸借対照表 （単位：百万円）

貸借対照表とは；
資産及び負債・純資産の総額を対照表示し、期末時点の財政状態を表示したもの（資産、負債などの状況）
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学校法人 聖心女子学院

お申し込みは
 be-hive@g.u-sacred-heart.ac.jp まで

「核なき世界のために」

展示・ワークショップスペース

一部リニューアル

生涯学習センター

2018年度
後期講座のご案内

2018年 6 月29日（金） 2018年 5 月 7 日~ 9 月 7 日

　開講予定の講座は、
左記の通りです。
　詳しくは学校法人本
部のホームページでご
確認下さい。

木戸 功　基盤研究（B） 山口 昭彦　基盤研究（C） 小城 英子　基盤研究（C） 向井 隆代　基盤研究（C） 今川 恭子　基盤研究（C）

大槻 奈巳　基盤研究（C） 畑 浩一郎　基盤研究（C） 石井 洋子　基盤研究（C） 小柳 智一　基盤研究（C） 杉本 淳子　基盤研究（C）

岸本 健　基盤研究（C） 奥切 恵　基盤研究（C） 植田 誠治　基盤研究（C） 益川 弘如　基盤研究（C） 高橋 雅延　挑戦的研究（萌芽）

五味 知子　若手研究（B） Corbeil Steve　若手研究（B）林 真樹子　若手研究（B） 柴田 玲子
研究成果公開促進費（学術図書）

「現代家族の過程と実践をめぐる
質的研究に対する組織的取り組み」

「近世＝近代イランにおける「帝
国」統治の変容とクルド系諸侯」 「不思議現象信奉と心理学教育」

「児童養護施設入所児童の適応を
支える要因とメカニズム―青年期
までの追跡調査を通して」

「乳児の動的音楽性の可視化に関
する研究：保育及び子育て現場へ
の適用可能性の探求」

「派遣労働のキャリア形成：専門
性・職域・年齢制限を軸とした社
会学的アプローチ」

「19世紀フランス文学におけるイ
マゴロジー研究」

「東アフリカの「頭脳流出」をめ
ぐる人類学的研究：在米ケニア・
ギクユ人に焦点を当てて」

「副助詞を中心とした日本語文法
史の多角的研究」

「日本人英語教員の発音力向上を
目的とした発音指導プログラムの
構築と効果測定」

「幼児の指さし産出の促進による
言葉の遅れの予防効果」

「世界展開と高大接続のためのイ
ンターアクティブ・プレゼンテー
ション教授法の提案」

「がん教育を行う際の小児がんの
子供に対する配慮についての研究」

「児童生徒が創る「授業に埋め込
まれた学習評価」の支援システム
開発と実践的実証」

「記憶方略に及ぼすステレオタイ
プの影響に関する実験的検討」

「近世・近代の中国におけるジェ
ンダーイメージの構築と変容：メ
ディアと裁判に着目して」

「The Social and Cultural Impact 
of Literary Translators in Japan 
from 1950 to 1970」

「Dynamics of Skills Formation 
through Inclusive Education of 
Primary School Children without 
Disabilities in Cambodia」

「小学２年生の適応と規定要因に
関する縦断研究」

　科学研究費助成事業（科研費）は、人文学、社会科学から自然科学まで全ての分野にわたり、基礎から応
用までのあらゆる「学術研究」（研究者の自由な発想に基づく研究）を格段に発展させることを目的とする
「競争的研究資金」であり、ピアレビューによる審査を経て、独創的・先駆的な研究に対する助成を行うも
のです（独立行政法人日本学術振興会ホームページより）。
　以下は、平成30年度の本学専任教員の採択課題（新規＋継続）です。 （掲載順は、研究種目・課題番号順）

　ブリット記念ホールにおいて、
2017年にノーベル平和賞を受賞
した ICAN の国際運営委員を
務める川崎哲氏による講演会
「核なき世界のために」が開催
されました。
　昨年 7 月に採択された核兵器
禁止条約の成立のために尽力さ
れた NGO ピースボート代表である川崎哲氏は、ICAN
の活動の中で広島や長崎の被爆者の方の声を世界に伝
え、核兵器の非人道性を訴え続けています。当日は高校
生を初めとして約100名の方々が熱心に耳を傾けていま
した。講演後の質疑応答では、大学生を始め、聖心女子
学院高等科の生徒さんからも質問が活発に寄せられ、川
崎氏も丁寧に応答されていました。

　BE＊hive は大よそ 2 年ごとにテー
マを設定し、半年ごとに小テーマを
変えていきます。オープンから2019
年 3 月までの最初のテーマは、「難民・
避難民」です。小テーマは開館当初
は「日本にいる難民」、そしてこの 5
月から「中東の難民・避難民」へと
リニューアルしました。
　またリニューアルに対応して、本
学学生、姉妹校、卒業生や教職員た
ち向けのワークショップも随時無料
で開催していますので、お誘いあわ
せの上お申し込みください。

　生涯学習センターは、キリストの精神に基づく学院の建学の精神・理念を踏まえ
つつ、卒業生、学生を含め、広く一般に生涯学習の機会を提供することを目的とし
て開設されたものです。
　「都会の緑の中で “自分を磨く”」これが、生涯学習センターの目指すところです。
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４号館だより
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第53回聖心祭にて

　本年度の第54回聖心祭は10月20日㈯10時～17時・21日㈰10時
～16時に開催いたします。私たち聖心祭実行委員会はこの 2 日
間に向け、日々活動しております。
　今回のテーマは『心』にいたしました。「心」がつく言葉といえ
ば、聖心の「心」、真心の「心」などがございます。その中で聖
心生全員がどのような「心」を持ちながら聖心祭を迎えたいかを
考えて参ります。さらには、一人一人の「心」をひとつにして、聖
心祭に来てくださる皆様をお迎えしたいと思っております。
　本年度は60団体以上が展示・公演・物品販売などを行い、学
内の団体だけでなく学外の方にもご協力いただく予定です。
　昨年新しくオープンした 4 号館、改修工事が完了したマリアン
ホールを含め、校内全体で楽しめて魅力溢れる企画が多種多様
にございますので、ぜひいらしてください。聖心祭実行委員一同、
皆様のお越しを心よりお待ちしております。

　昨年度学食で行われたチャリティデーは、本年マリアンホール
に戻ってまいりました。梅雨寒の 1 日でしたが、開始早々バザー
でお買い物をする方々でホールは満杯となり、終日熱気にあふれ
ておりました。また、ダンスや歌の公演が復活し、多くの展示も
加え、本学のチャリティデーらしい雰囲気となりました。被災地
の復興が進むにつれ、報道に触れる機会は減ってまいりました
が、いまもって多くの方々が苦しい生活や困難な状況にあること
を忘れてはなりません。そのため、本年度は、会場全体で、支
援活動の報告などをしっかりと聞いていただく時間を設けまし
た。そして、最後に、歌とお祈りを通じて、会場がひとつの思い
に結ばれました。チャリティデーの収益は、大学や姉妹校の行
う復興支援活動などに活用してまいります。ご参加いただいた多
くの方々の思いを忘れず、今後の活動に取り組んでまいります。
みなさまのご支援に感謝しますとともに、今後もご理解・ご協力
を賜りますよう、お願い申し上げます。

　2018年 5 月20日㈰、第37回教養講座として、英国劇団インタ
ーナショナル・シアターカンパニー・ロンドン（ITCL）による『ロ
ミオとジュリエット』公演が行われました。国際化推進のための
公開講座（英語英文学科・大学院英語英文学専攻共催）として
定着した ITCL によるシェイクスピア劇公演は、本学ではこれが
8 回目となります。
　今回は特別に、公演に先立って、著名な演出家ポール・ステッ
ビングズ氏を迎え、本学英語英文学科卒業生酒井もえ先生の通
訳で、客席とのＱ & Ａを交えたトークセッションを行いました。
ロミオ役・ジュリエット役の俳優さんのお話もうかがえ、たいへん
好評でした。公演もすばらしく、宮代ホールを埋め尽くす観客の
皆様にたっぷりお楽しみいただくことができました。
　日本語字幕は、本学科安達まみ教授と酒井先生の監修、大
学院生・大学院修了生翻訳によるもので、今回の ITCL 全国公
演でも使用されました。
　ご尽力いただきました学内各方面に感謝申し上げます。

　昨年11月にシンクロナイズドスケーティングを始めて、今
年の 4 月にスウェーデンで開催された世界選手権に出場する
ことができました。約10年間続けていたシングルのスケート
を辞めて 3 年のブランクを挟んだうえでのスタートで、さら
に団体で滑るということが全くの未知の世界で初心者に戻っ
たようでした。自由に滑っていたシングルの時とは違い、細
かい顔の動きや手の高さに気を配るなど団体ならではの苦労
もありましたが、その分、かつて味わったことのないチーム
競技の良さを、世界選手権という舞台で、その会場の雰囲気
や歓声から肌で感じることができ貴重な経験となりました。

第54回 聖心祭実行委員長 荻原 満美

災害復興支援チャリティデー実行委員長
上石 学
※宮代ホールでは、キリスト教文化研究所主催「被
災地復興と新しい生き方」（講師：東京工業大学リ
ベラルアーツ研究教育院教授の弓山達也氏）が行
われました。公開講演会については、キリスト教
文化研究所のホームページをご覧ください。 中川 僚子（英語英文学科・教授）

北島 亜夢（基礎課程）

世界シンクロナイズド
スケーティング選手権
に参加して月 日（土） 日（日）

第54回

災害復興支援チャリティデーを
　開催しました

第37回 教養講座を開催しました

学生の活躍

10 20 21

聖心祭
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金
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。
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件数：646 件　　　　　総額：１９３, ７７９, １９１円

【掲載要領】 １ ．ご芳名は、上記期間に寄付申込書のご提出とご入金の確認が取れた方々について、お送りした領収証の宛
名に記載の名義で掲載しております。なお、敬称は省略させていただきました。

２ ．金額掲載に同意された方については、金額別に五十音順で掲載しています。金額掲載に同意されていない
方については、「ご芳名のみ」として五十音順に掲載しています。なお、芳名録への掲載に同意されなかっ
た方につきましては、匿名として件数のみ掲載しております。

３ ．団体・法人については、代表者等のお名前は省略させていただきました。

【グローバル教育環境整備募金】
　「世界の一員としての連帯感と使命感をもって、より良い社会を築くことに貢献する賢明な女性を育成する」という使命達成に
向け、 4 号館（新棟）の整備、新学寮の建設など大規模なキャンパス整備を実施しています。このため、2017年 1 月より 3 ヵ年
にわたり、皆様方からのあたたかいご支援をお願いしております。

　寄付者ご芳名（2018年 1 月～2018年 5 月末）

　グローバル教育環境整備募金につきまして、ご寄付をいただいた方々のご芳名を掲載し、深く感謝申し上げます。
なお、ご芳名は掲載に同意いただいた方のみとなります。

■3,000,000円
　日本聖心同窓会

■2,000,000円
　宮代会関西支部　

■1,173,760円
　宮代会

■1,000,000円
　株式会社コーセー
　ヒゲタ醤油株式会社
　株式会社
　　アイビー・シー・エス
　濱口　敏行

■500,000円
　東急建設株式会社

■300,000円　
　第一工業株式会社
　ハーモニープラス株式会社
　安達　まみ

■200,000円
　株式会社小松ストアー

■120,000円
　宮代会24回生有志

■100,000円
　齋藤　信子
　犬尾　順子
　株式会社防災企業

■50,000円
　野本　敦子

■35,000円
　清水　紀子

■30,000円
　髙橋　喜久子
　加藤　麻理　
　森成　典子

■ご芳名のみ
　安保　厚子
　荒木　源徳
　池上　芳子
　植田　誠治
　上山　千穂
　大塚　美保
　岡崎　治子

　白根　妙子
　高橋　佳子
　田畑　江里子
　西村　直章
　冨士機材株式会社
　的場ミルク株式会社
　峯岸　佐知
　森口　耀子
　和田　周子

■匿名　20件

■ご寄付の状況（2018年 5 月末日現在）

聖心女子大学管理部財務課／電話：03-3407-5811（代表）
E-mail:e-zaimu@u-sacred-heart.ac.jp
https://www.u-sacred-heart.ac.jp/about/contribution.html

（「聖心女子大学　寄付金」で検索してください )　　
※ Web 画面からの申込み・クレジット決済も可能です。

【募金に関するお問い合わせ先】  

●寄付金ホームページＵＲＬ： 

ご寄付・ご支援のお願い【グローバル教育環境整備募金】
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「エネルギーの上流と下流を繋ぐ
スタディツアー」報告

東日本大震災に伴う
支援活動の振り返りと今後

懇談会で発表された
活動を紹介します。

課外活動団体の取り組みを
紹介します。

学生の社会活動

　2018年 2 月、教育学科学生22名と教員 2名に

よる「エネルギーの上流と下流を繋ぐスタディ

ツアー（福島県いわき市）」が行われました。展

示やお話を通して、当時の被害状況・避難所の

様子を深く知るとともに、「ふたば未来学園高校」

の生徒さんに、町の様子や今は休校となってい

る小学校の案内をしてもらい、現在の状況を知

ることができました。菊田小学校では、防災教

育について校長先生のお話を聞き、そして子ど

もたちと共にネパールの学校へ送る太陽光パネ

ルづくりとメッセージ書きを行いました。これ

らは春にネパールの学校へ無事届けられました。

この活動は、東日本大震災の際に受けた世界中

からの支援に対して、「自分たちも何かしたい」

という子どもたちの声に応じてはじまったもの

です。私たち学生も高校生や子どもたちから一

歩踏み出す勇気と大きなパワーをもらうツアー

となりました。

　聖心女子大学では2012年 6月から、東日本大震災の復興支

援活動を行ってきました。毎年、月に 1回程度のペースで学

生と教職員を陸前高田市に派遣し、主に、仮設住宅での生活

でストレスがたまっている子どもたちが、自由にのびのび遊

べる場を提供してきました。しかし、仮設住宅がほぼ解消さ

れたことから、「みちくさルーム」と呼ばれたこの活動は昨

年度一杯で終了することになりました。この 6年間を数字で

振り返りますと、派遣回数は60回、参加した学生数はのべ

322名、そして共に遊んだ子どもたちは1339名になりました。

ここまで長期的かつ定期的な活動を行ってきた大学は少ない

ということで、地元の人たちや NPO の職員の方々からも高い

評価を頂きました。

　今後も夏休みに特別イベントを行うなど単発的な活動は続

けますが、2018年度からは新たに福島県南相馬市で、USH ひ

とづくり・まちづくりボランティア in 南相馬と名付けた活

動が始まります。今年は 7回ほど、学生と教職員で現地を訪

れ、子ども支援とともに現地のサロン活動などをお手伝いさ

せていただきます。　

教育学科初等教育学専攻 4 年
　　　　　　　松浦 帆花

5 月12日に本学で開催された
エシカルフェスタにて

大鮪祭り 2018

菅原 健介（人間関係学科・教授）

　難民支援団体 SHRET は今年度、部員総勢102名の大きな団体となり、今ま

で以上に活動の幅を広げて精力的に活動しています。特に、 5月12日に行わ

れたエシカル協会主催のエシカルフェスタでは、Earth in Mind, SFT という

地球環境やフェアトレードを扱った 2団体と協力して運営に携わったこと

で、私達自身の生活の在り方を考えるきっかけになっただけでなく、他団体

と協働することで学生にできることは無限大に広がるのだと感じることがで

きました。

　今後も私達 3団体をはじめ多くの学生を巻き込みながら、この聖心女子大

学からより良い世界になるための希望の種を生み出していきたいと思います。

　「Earth in Mind」とは、「心に地球を」という意味です。私た

ちのクラブは持続可能な社会を目指すためにはどうすれば良い

のかを考え、SDGs に沿って様々な分野から学びを深める活動を

しています。今年度は「エシカル消費」をテーマに、イベント

参加や企業の訪問などを通して、積極的に学習をしています。

少人数のクラブならではのアットホームな雰囲気の中、各々が

問題意識を持って行動することができ、大変やりがいのある楽

しいサークルです。

　M.S.S.S. は、 4つのセクションに分かれての活動と、全体活動を行っています。

　全体活動では、 5月に広尾商店街で行われた、大鮪祭りに参加しました。今年も大盛況

で、私たちは鮪丼の販売のお手伝いなどをさせて頂きました。また、 6月にはフードセー

ルを行いました。手作りのクッキーを販売し、売上金を「ピナット～外国人支援ともだち

ネット」様に寄付致しました。そして、現在は 8月 5日に広尾商店街で行う、広尾打ち水

大作戦の準備をしております。皆様に楽しんで頂けるよう、企画をしておりますので、ぜ

ひいらしてください。

　東日本大震災により卒業式を挙行できなかった2010年度卒業生（61回生）の
集いを下記日時にて行います。詳細は大学ホームページにてご確認ください。

【問い合わせ先】
宮代会
TEL：03-3407-1971
※受付時間：月～土 10：00～16：00
E-mail：miyasiro@u-sacred-heart.ac.jp引続き学生食堂にて茶話会を予定しております。

10月27日（土）　14時より　聖堂にて

★フェアトレード商品を、学内や聖心祭、
広尾商店街でのイベントで販売していま
す。寄付という一方的なものではなく、「買
い物」という形で経済活動を支援するの
がフェアトレードです。低開発地域の人々
の自立と生活改善を目指す新しい形の国
際協力を通して、私たち自身も成長して
いきたいと思っています。

★私たち学生が身近にできる国際協力として、今年度は
フェアトレードチョコレートのパッケージをデザインし
て販売するという「まちチョコ」を作成します。フェア
トレードをより手軽で身近に感じられるように、さまざ
まな工夫をこらしながら、フェアトレードを広める活動
をしていきます。

SHRET
Sacred Heart 

RET

Sacred Heart  for FAIR TRADE

Madeleine Sophie Social Services

SFT

聖心女子大学2010年度卒業生（61回生）の集いについて 聖心女子大学・宮代会　共催

M.S.S.S.

Earth 
in 
Mind


